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減
少
、
安
全
保
障
。
課
題
の
多
い

選
挙
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
が
ど
こ

ま
で
争
点
に
な
っ
た
か
は
甚
だ
疑

問
だ
。
将
来
に
深
刻
な
影
を
落
と

し
て
い
る
経
済
に
つ
い
て
、
野
党

は
そ
ろ
っ
て
危
機
的
な
状
態
だ
と

訴
え
た
が
、
国
民
は
長
ら
く
国
力

を
停
滞
・
衰
退
さ
せ
、
社
会
保
障

を
削
減
し
続
け
て
き
た
自
民
党
政

治
を
改
め
て
選
択
し
た
▼
選
挙
結

果
に
つ
い
て
、
神
戸
女
学
院
大
学

名
誉
教
授
の
内
田
樹
氏
は
「
現
状

維
持
の
選
択
。
あ
あ
そ
う
で
す

か
」
と
語
っ
た
。
現
状
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
続
け
て
き
た
方
な
だ
け

に
、
国
民
の
意
識
へ
の
達
観
も
感

じ
る
▼
他
方
、
憲
法
は
「
現
状
維

持
」
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
維
持

し
、
岸
田
首
相
も
意
気
込
み
を
見

せ
て
お
り
、
い
よ
い
よ
改
憲
論
議

が
進
め
ら
れ
そ
う
だ
。「
国
民
が

一
番
割
を
食
う
こ
と
に
な
る
が
責

任
は
国
民
が
引
き
受
け
る
し
か
な

い
」
と
前
出
の
内
田
氏
は
言
う
▼

憲
法
99
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
国
会
議
員
に
は
憲
法
を
尊

重
し
擁
護
す
る
義
務
が
あ
る
。

「
国
民
が
選
ん
だ
」
為
政
者
た
ち

は
そ
の
義
務
を
果
た
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
か
。
憲
法
に
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
治
家
が
、

そ
の
憲
法
を
敵
視
し
声
高
に
改
憲

を
叫
ぶ
。
立
憲
主
義
は
ど
こ
へ
行

っ
た
の
か
▼
戦
後
、
国
民
が
戦
争

で
命
を
失
う
こ
と
は
な
く
な
っ

た
。
戦
争
を
認
め
な
い
こ
と
で
、

国
際
平
和
に
貢
献
し
て
き
た
。
平

和
憲
法
は
世
界
に
誇
れ
る
私
た
ち

の
宝
物
だ
。〝
黄
金
の
３
年
間
〞

で
は
、
い
さ
せ
な
い
。
憲
法
を
守

り
、
守
ら
せ
る
運
動
を
続
け
よ

う
。「
あ
あ
そ
う
で
す
か
」
で
す

ま
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
（
蓮
）

　

参
院
選
は
与
党
が

勝
利
し
、
改
選
過
半

数
を
確
保
し
た
。
コ

ロ
ナ
対
策
、
気
候
変

動
、
高
齢
化
、
人
口
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０
２
２
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０
２
２
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県
・
市
町
に
緊
急
要
請

県
・
市
町
に
緊
急
要
請

　

医
療
充
実
の
「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
へ
大
転
換
す
れ
ば
、
99
％
の
人
の
生

活
が
豊
か
に
―
―
。
協
会
は
７
月
９
日
、
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
で
政
策
研
究
会
を
開
催
。「
〜
『
日
本
再
生
の
た
め
の
「
プ

ラ
ン
Ｂ
」』
著
者
に
聞
く
〜
な
ぜ
プ
ラ
ン
Ｂ
が
必
要
か
」
と
題
し
、

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
教
授
で
医
師
の
兪
炳
匡
（
ゆ
う　

へ
い

き
ょ
う
）
氏
が
講
演
し
、
28
人
が
参
加
し
た
。

衰
え
る
日
本
の

国
際
競
争
力

　

兪
氏
は
医
学
部
を
卒
業
し
、
臨

床
研
修
後
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
や
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ

ン
ス
大
学
で
医
療
経
済
学
を
修

め
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
医
療

政
策
セ
ン
タ
ー
研
究
員
や
米
国
疾

病
管
理
予
防
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ

Ｃ
）
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
な
ど
と
し
て

働
い
た
経
験
を
持
つ
。

　

兪
氏
は
、
日
本
経
済
の
現
状
と

し
て
、
東
証
の
上
場
外
国
企
業
数

が
市
場
開
設
の
１
９
７
３
年
と
同

水
準
ま
で
減
り
、
外
国
企
業
が
全

面
的
に
日
本
市
場
か
ら
撤
退
し
て

い
る
こ
と
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
男
女
平
等
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１

２
０
位
で
あ
る
こ
と
、
ハ
イ
テ
ク

分
野
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
最
高

が
東
大
の
１
３
４
位
に
と
ど
ま
る

こ
と
、
世
界
の
時
価
総
額
上
位
企

業
に
占
め
る
日
本
企
業
の
割
合
が

急
速
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
ア

ジ
ア
先
進
５
カ
国
の
国
際
競
争
力

ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
最
下
位
に
転
落

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本

の
国
際
競
争
力
が
衰
え
て
い
る
と

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
企
業

の
利
益
の
最
大
化
を
め
ざ
す
「
プ

ラ
ン
Ａ
」
で
、
世
界
で
勝
ち
抜
く

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、「
プ
ラ
ン

Ｂ
」
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

医
療
な
ど
非
営
利

部
門
が
重
要
に

　

兪
氏
の
提
唱
す
る
「
プ
ラ
ン

Ｂ
」
は
、「
勝
ち
を
増
や
す
の
で

は
な
く
負
け
を
減
ら
す
」
を
目
的

に
、
営
利
企
業
で
は
な
く
、
政
府

・
民
間
「
非
」
営
利
組
織
を
中
心

と
す
る
も
の
。
地
域
経
済
で
、
営

利
部
門
が
上
げ
た
利
益
は
主
に
東

京
に
本
社
が
あ
る
大
企
業
に
還
元

さ
れ
る
が
、
非
営
利
部
門
で
は
、

多
く
が
地
域
内
へ
還
元
・
循
環
す

　

日
本
全
国
か
ら
広
島
へ
、
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
訴
え
て
歩
く

「
国
民
平
和
大
行
進
」。
65
回
目

を
迎
え
た
今
年
は
、
７
月
４
日
か

ら
16
日
に
か
け
て
兵
庫
県
内
を
行

進
し
た
。
協
会
が
活
動
に
協
力
す

る
兵
庫
県
反
核
医
師
の
会
の
呼
び

か
け
に
応
じ
、
武
村
義
人
、
川
西

戦
争
で
軍
事
力
拡
大
や
核
共
有
な

ど
勇
ま
し
い
こ
と
を
主
張
す
る
勢

力
が
い
る
が
、
軍
事
力
に
軍
事
力

で
対
抗
し
て
も
平
和
は
訪
れ
な

い
。
今
こ
そ
核
廃
絶
を
広
く
訴
え

か
け
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
訴
え

た
。

　

今
年
の
国
民
平
和
大
行
進
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第

７
波
が
急
拡
大
す
る
中
で
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
宣
伝
カ
ー
で
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど

を
併
用
し
、
部
分
的
に
行
進
を
行

っ
た
。
平
和
行
進
は
、
日
本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・

批
准
を
求
め
、
地
方
議
会
に
「
日

　

水
光
熱
費
や
医
療
材
料
費
、
食

材
料
費
の
急
激
な
高
騰
を
受
け
、

協
会
は
６
月
９
日
の
厚
生
労
働
省

へ
の
要
請
に
続
き
、
７
月
９
日
の

第
１
１
５
５
回
理
事
会
で
医
療
機

関
へ
の
財
政
措
置
を
求
め
る
要
請

書
を
確
認
し
、
兵
庫
県
お
よ
び
県

内
全
市
町
へ
提
出
し
た
。
７
月
14

日
に
は
西
山
裕
康
理
事
長
と
吉
岡

巌
副
理
事
長
が
県
を
訪
問
し
、
要

請
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
抑

制
や
感
染
対
策
費
増
に
加
え
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
金
融

緩
和
に
端
を
発
す
る
円
安
に
よ
る

物
価
の
高
騰
が
、
医
療
機
関
経
営

の
悪
化
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い

る
。

　

要
請
は
、
厚
労
省
が
光
熱
水
費

や
医
療
材
料
費
、
食
材
料
費
の
高

騰
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
も
、
地

方
自
治
体
の
判
断
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
（
臨
時
交
付
金
）
の

活
用
が
で
き
る
旨
の
通
知
（
６
月

７
日
「
令
和
４
年
度
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
取
扱
い

及
び
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
『
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対

策
』
に
つ
い
て
」）
を
都
道
府
県

に
発
出
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

国
民
の
受
療
権
を
守
る
た
め
、
こ

の
臨
時
交
付
金
等
を
活
用
し
、
独

自
の
財
政
措
置
を
急
ぎ
講
じ
る
よ

う
求
め
る
も
の
。

　

実
際
に
、
神
戸
市
で
は
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
介
護
・
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
給
付
金

の
支
給
を
決
定
し
て
い
る
。

　

７
月
14
日
、
西
山
裕
康
理
事
長

と
吉
岡
巌
副
理
事
長
が
兵
庫
県
に

要
請
書
を
持
参
。
県
医
務
課
の
波

多
野
武
志
課
長
が
応
対
し
た
。

　

要
請
で
、
病
院
理
事
長
で
あ
る

吉
岡
副
理
事
長
は
「
低
す
ぎ
る
診

生
臨
時
交
付
金
を
積
み
増
し
し
、

都
道
府
県
に
は
食
費
の
補
助
な
ど

で
活
用
で
き
る
旨
を
通
知
し
て
い

る
』
と
の
回
答
だ
っ
た
」
と
し

て
、
財
政
措
置
を
求
め
た
。

　

波
多
野
課
長
は
「
お
っ
し
ゃ
る

通
り
、
本
来
は
診
療
報
酬
で
対
応

す
べ
き
問
題
と
考
え
て
い
る
。
内

閣
府
の
交
付
金
の
趣
旨
は
、
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、

全
医
療
機
関
対
象
は
難
し
い
」
と

の
見
解
を
示
し
た
。

　

協
会
は
内
閣
府
の
文
書
で
も

「
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
」
に
使

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
指

摘
。
西
山
理
事
長
か
ら
「
地
方
経

済
で
医
療
機
関
が
果
た
し
て
い
る

役
割
は
大
き
い
が
、
医
療
機
関
は

費
用
の
高
騰
に
つ
い
て
転
嫁
で
き

な
い
の
で
、
県
と
し
て
の
対
応
を

改
め
て
求
め
た
い
」
と
重
ね
て
要

請
し
た
。

療
報
酬
に
よ
り
、
病

院
の
給
食
を
担
当
す

る
栄
養
課
は
恒
常
的

に
赤
字
だ
が
、
こ
の

間
の
物
価
高
騰
で
10

〜
15
％
費
用
が
上
が

っ
て
お
り
、
他
の
部

門
で
が
ん
ば
っ
て
何

と
か
カ
バ
ー
し
て
い

る
状
況
だ
。
協
会
が

６
月
に
厚
労
省
に
診

療
報
酬
等
に
よ
る
緊

急
是
正
を
要
請
し
た

と
こ
ろ
、『
地
方
創

医療充実医療充実のの「プランＢ」「プランＢ」でで日本再生日本再生をを

「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
が
必
要
だ
と
訴
え
る
兪
炳
匡
先
生

県
庁
前
で
核
廃
絶
を
訴
え
る
武
村
先
生（
左
か

ら
２
人
目
）と
川
西
先
生（
左
か
ら
３
人
目
）　

明石市内を練り歩く樫林先生

医療機関の経営を守るため臨時交付金を
活用するよう要請した　　　　　　　　
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る
の
で
、
非
営
利
部
門
を
増
や
す

こ
と
で
、
地
域
か
ら
の
富
の
流
出

を
減
ら
せ
る
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
医
療
関
連
分
野
、
特

に
予
防
医
療
教
育
の
経
済
波
及
効

果
や
雇
用
創
出
効
果
は
、
他
分
野

に
比
べ
て
高
く
、
非
営
利
組
織
で

あ
る
医
療
機
関
は
、「
プ
ラ
ン

Ｂ
」
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
と

強
調
し
た
。

「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
で

北
東
ア
ジ
ア
の
共
同
体
へ

　

さ
ら
に
、「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
は
民

主
主
義
的
、
地
方
分
権
型
で
あ

り
、
１
％
の
富
裕
層
で
は
な
く
、

社
会
の
大
多
数
者
で
あ
る
99
％
を

救
済
す
る
も
の
で
あ
る
と
特
徴
を

説
明
。「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
を
拡
大
す

る
こ
と
で
、
多
国
籍
企
業
の
税
逃

れ
へ
の
対
策
と
な
り
、
ひ
い
て
は

北
東
ア
ジ
ア
が
共
同
し
て
富
の
流

出
を
防
ぐ
と
い
う
北
東
ア
ジ
ア
経

済
共
同
体
構
想
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
と
し
た
。

本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
・
署
名

・
批
准
を
求
め
る
意
見

書
決
議
」
採
択
を
要
請

す
る
活
動
を
重
視
し
て

い
る
。
意
見
書
は
す
で

に
全
国
で
全
自
治
体
の

４
割
弱
に
あ
た
る
６
３

６
自
治
体
で
採
択
さ
れ

て
い
る
。

敏
雄
両
副
理
事
長
、
樫
林
義

雄
理
事
が
参
加
し
た
。

　

東
神
戸
遊
園
地
の
集
会
で

は
、
武
村
副
理
事
長
が
マ
イ

ク
を
握
り
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
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兵
庫
協
会
が
作
成
し
た
、
神
鋼

石
炭
火
力
発
電
所
周
辺
を
森
岡
部

長
が
案
内
す
る
動
画
を
上
映
。
合

計
２
７
０
万
kW
と
全
国
第
２
位
の

規
模
の
石
炭
火
力
発
電
所
が
、
住

宅
街
や
学
校
・
保
育
園
の
す
ぐ
近

く
に
あ
り
、
有
害
物
質
の
排
出
で

健
康
へ
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
、
石
炭
火
力
発
電
所
問
題

を
考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

丸
山
寛
氏
が
、
１
９
９
６
年
に
１

・
２
号
機
建
設
計
画
が
持
ち
上
が

っ
て
以
来
、
通
産
省
・
環
境
局
、

電
事
連
の
中
央
省
庁
と
の
交
渉
や

関
西
電
力
へ
の
申
し
入
れ
を
行
う

な
ど
、
20
年
以
上
に
わ
た
る
石
炭

火
力
発
電
所
を
巡
る
市
民
運
動
の

経
過
を
報
告
。
神
戸
製
鋼
に
つ
い

て
、
安
倍
元
首
相
を
社
員
と
し
て

迎
え
入
れ
た
こ
と
や
、
神
戸
市
の

事
業
を
請
け
負
う
な
ど
、
政
界
と

癒
着
す
る
こ
と
で
利
益
を
上
げ
続

け
て
い
る
と
紹
介
し
た
ほ
か
、
古

く
か
ら
の
総
会
屋
と
の
関
係
を
指

摘
す
る
な
ど
、
同
社
の
企
業
体
質

が
、
今
も
続
く
法
廷
で
の
争
い
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。
石
炭
火
力
発

電
所
の
環
境
影
響
評
価
（
ア
セ
ス

染
物
質
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
数
値
が
途
絶

え
た
こ
と
を
疑
問
視

し
、
神
戸
市
に
対
し

て
現
在
開
示
請
求
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を

報
告
。
そ
れ
を
通

じ
、
神
戸
市
と
な
か

ば
一
体
化
し
て
環
境

汚
染
を
隠
蔽
し
て
い

る
実
態
が
見
え
て
き

た
と
語
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
市
民
の
関
心
を
喚

起
す
る
の
に
ど
う
い

っ
た
取
り
組
み
が
必

要
か
」「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
に

よ
る
山
林
破
壊
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
も
課
題
が
あ
る
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
学
習
会

前
に
は
活
動
交
流
会
が
行
わ
れ
、

各
協
会
の
公
害
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
交
流
し
た
。

メ
ン
ト
）
の
内
容
が
不
十
分
だ
っ

た
と
し
て
、
評
価
書
の
変
更
は
必

要
な
い
と
し
た
国
の
通
知
の
取
り

消
し
を
求
め
た
訴
訟
で
住
民
側
の

訴
え
を
退
け
た
大
阪
地
裁
・
高
裁

の
判
決
に
つ
い
て
「
国
に
忖
度
し

た
逃
げ
の
判
決
」
と
批
判
し
た
。

　

ま
た
３
月
に
全
国
的
に
電
力
不

足
に
陥
っ
た
際
、
発
電
量
を
高
め

た
時
間
帯
で
、
放
出
し
て
い
る
汚

　

昨
年
１
月
に
発

効
し
、
核
兵
器
の

開
発
や
実
験
、
製

造
、
使
用
、
威
嚇

な
ど
を
禁
止
し
た

核
兵
器
禁
止
条
約
の
第
１
回
と

な
る
締
約
国
会
議
が
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
軍
事
侵
攻
に
よ
っ
て
核

兵
器
使
用
へ
の
懸
念
が
高
ま
る

中
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ

ィ
ー
ン
で
６
月
21
日
か
ら
３
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。
初

め
て
の
締
約
国
会
議
に
は
、
条

約
を
批
准
し
た
国
に
加
え
て
、

ド
イ
ツ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
、

条
約
に
参
加
し
て
い
な
い
複
数

の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
加
盟
国
が
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
、
80

カ
国
以
上
が
議
論
を
行
っ
た
。

会
議
で
は
、「
核
な
き
世
界
」

の
実
現
を
目
指
す
「
ウ
ィ
ー
ン

で
あ
る
。
広
島
の
松
井
市
長
や

長
崎
の
田
上
市
長
、
被
爆
者
団

体
ら
は
参
加
し
た
が
、
日
本
政

府
代
表
の
参
加
は
見
送
ら
れ

た
。
ド
イ
ツ
な
ど
、
米
国
の
核

の
傘
の
下
に
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加

盟
国
で
す
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
参
加
し
て
い
る
中
で
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本

政
府
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を

も
見
送
っ
た
の
は
、
世
界
情
勢

で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
す
絶
好

の
機
会
を
逸
し
た
と
言
え
る
。

政
府
は
核
兵
器
廃
絶
と
い
う
目

標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
政
府

が
言
う
核
保
有
国
と
非
核
保
有

国
の
橋
渡
し
で
は
な
く
、
条
約

に
参
加
し
、
正
面
か
ら
核
廃
絶

を
世
界
に
訴
え
か
け
る
べ
き
で

あ
る
。

宣
言
」
と
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
ま
と
め
た
「
ウ
ィ
ー
ン
行

動
計
画
」
を
採
択
し
て
成
功
し

た
。

　

「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
」
は
、
ロ

シ
ア
の
名
指
し
は
避
け
な
が
ら

も
「
核
兵
器
を
使
用
す
る
と
い

や
威
嚇
を
行
わ
な
い
よ
う
、
強

く
求
め
て
い
る
。「
ウ
ィ
ー
ン

行
動
計
画
」
は
50
の
項
目
か
ら

な
り
、
条
約
の
締
約
国
を
増
や

す
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
や
、

被
爆
者
や
核
実
験
の
被
害
者
へ

の
支
援
や
救
済
を
進
め
る
こ
と

う
威
嚇
に
憂
慮

し
落
胆
し
て
い

る
。
い
か
な
る

核
に
よ
る
威
嚇

も
明
確
に
非
難

す
る
」
と
し

て
、
核
の
使
用

う
。

　

当
面
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
に
よ
っ
て

こ
れ
以
上
の
核

拡
散
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
禁
止

条
約
の
締
約
国

５
大
国
以
外
の
核
保
有
を
禁
じ

て
い
る
代
わ
り
に
、
核
保
有
国

に
は
核
軍
縮
の
責
務
を
課
し
て

い
る
。
し
か
し
、
核
保
有
国
は

核
軍
縮
に
後
ろ
向
き
で
あ
り
、

と
て
も
核
兵
器
廃
絶
と
い
う
人

類
共
通
の
目
標
に
は
到
達
し
そ

を
増
や
す
こ
と
で
、
世
界
的
に

核
兵
器
が
非
合
法
化
さ
れ
た
と

い
う
世
論
を
広
げ
、
核
保
有
国

を
包
囲
す
る
と
い
う
両
面
で
の

戦
略
が
重
要
に
な
る
。

　

し
か
し
、
禁
止
条
約
へ
の
我

が
国
の
対
応
は
お
粗
末
な
も
の

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

核
不
拡
散
と
核
保
有
国
に
核

軍
縮
を
課
す
核
拡
散
防
止
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、「
禁
止
条
約
と
Ｎ
Ｐ
Ｔ

は
補
完
し
合
う
関
係
だ
」
と
位

置
付
け
ら
れ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
、

う
に
な
い
。
今
年
８
月
に
は
、

７
年
ぶ
り
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
も
開
か
れ
る
予
定
だ
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
受
け
て
核
保

有
国
同
士
の
対
立
が
続
く
中
、

行
き
詰
ま
っ
た
核
軍
縮
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
を
終
え
て

日
本
政
府
は
速
や
か
に

条
約
へ
参
加
せ
よ

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
６
月
12
日
、
兵
庫
協
会
会
議
室
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
学
習
会
「
地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
を
防
ぐ
た
め　

神
戸

の
石
炭
火
力
発
電
所
ス
ト
ッ
プ
！
」
を
開
催
し
、
近
畿
各
府
県
か
ら

20
人
が
参
加
し
た
。
企
画
は
兵
庫
協
会
が
担
当
し
、
森
岡
芳
雄
環
境

・
公
害
対
策
部
長
が
司
会
を
務
め
た
。

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

松
井　

朝
之
先
生

尼
崎
市　

内
・
小
児
科

６
月
26
日 

享
年
85
歳

丸
岡　

康
洋
先
生

伊
丹
市　

外
科

５
月
18
日 

享
年
75
歳

横
山　

裕
司
先
生

須
磨
区　

内
・
循
・
小
科

７
月
６
日 

享
年
64
歳

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
公
害
担
当
者
活
動
交
流
会
・
学
習
会

大
気
汚
染
・
公
害
を
も
た
ら
す

石
炭
火
力
発
電
所
は
ス
ト
ッ
プ
を

を
鋭
く
批
判

し
た
。

　

続
い
て
神

鋼
石
炭
火
力

差
止
め
裁
判

原
告
団
長
の

廣
岡
豊
氏

廣岡氏が住民訴訟の展開を報告

◇
出
席　

25
人

◇
情
勢　

全
世
代
型
社
会
保
障
構

築
会
議
の
中
間
整
理
案
に
、
か
か

り
つ
け
医
の
機
能
の
強
化
に
向
け

た
制
度
整
備
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

患
者
が
ま
ず
か
か
り
つ
け
医
に
行

く
よ
う
促
し
、
大
病
院
と
役
割
を

分
担
し
て
効
率
的
な
医
療
に
つ
な

げ
る
。
政
府
は
「
骨
太
の
方
針
」

に
同
様
の
内
容
を
盛
り
込
む
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
７
月
10
日

に
投
開
票
が
予
定
さ
れ
て
い
る
参

議
院
選
挙
対
策
に
つ
い
て
、
ⅰ
）

兵
庫
保
険
医
新
聞
に
特
集
記
事
と

し
て
、
全
政
党
の
候
補
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
依
頼
予
定
で
あ
る
こ

と
、
ⅱ
）
兵
庫
協
会
独
自
の
政
策

リ
ー
フ
を
作
成
中
で
あ
る
こ
と
、

②
「
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

担
２
割
化
中
止
」
１
点
患
者
署
名

の
到
達
は
９
７
１
６
筆
・
参
加
率

21
・
１
％
で
あ
る
こ
と
等
が
報
告

さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

５
月
21
日
に
行
わ

れ
た
兵
庫
県
国
保
連
合
会
審
査
委

員
会
と
の
懇
談
に
つ
い
て
、
ⅰ
）

協
会
か
ら
の
審
査
改
善
に
つ
い
て

の
要
望
事
項
お
よ
び
減
点
事
例
回

答
、
ⅱ
）
２
０
２
１
年
度
懇
談
資

料　

減
点
事
例
【
国
保
連
合
会
】

が
報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

①
「
組
織
現
勢
（
７
６
５
９

人
）」
と
「
春
の
組
織
強
化
月
間

方
針
」
が
報
告
さ
れ
、
会
員
拡
大

へ
の
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
②
勤
務
医
の
た
め
の
開
業

実
現
セ
ミ
ナ
ー
「
理
想
を
実
現
す

る
新
規
開
業
」（
６
月
26
日
）
を

開
催
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
③
「
２
０
２
２
年
前
半
期

共
済
制
度
普
及
活
動
」
の
到
達
が

確
認
さ
れ
た
。

 

（
５
月
28
日　

理
事
会
よ
り
）

　皮膚科医は皮膚症状の性状や分布を診て、生検結果をみる前に病理
像を想像し、病態形成メカニズムに思いを馳せ、診断を考える。そし
て実際の組織像や検査結果から診断を確定するとともに、視診だけか
ら下した診断と最終診断とが合致していたかを自身にフィードバック
する。この繰り返しが皮疹を見る目を育てる。治りにくいもの、治ら
ないものには必ずその理由があり、理由を見つけ出して取り除くこと
ができれば、患者さん自身も諦めていた症状を改善させることができ
る時もある。
　Common diseaseの診療とrare diseaseの診療とのキャッチボールを
通じて得てきた知見を共有し、皮疹ができる仕組みから考える診断と
治療について考えてみたい。 【久保　記】

皮膚症状の性状と分布から考える
診断と分子病態

～治りにくい湿疹・アトピーから
種々のシミ・イボまで～

日　時　８月20日（土）17時30分～
会　場　協会５階会議室
※講師は来場せず現地からZoomによる講演となります。
※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願い
しておりますが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な
場合はご来場ください。

講　師　神戸大学大学院医学研究科内科系講座皮膚科学分野　教授
 　久保　亮治先生
参加費　無料

URL（https://is.gd/MYzZ7X）またはQRコードから
お申し込みください。案内メールが送付されます。
来場参加の申し込みは☎078－393－1840まで

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL　0120-366-761

アウトソーシング サポートISR

信頼・向上 そして社会貢献

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

データセンター ISR
レセプト管理・情報デザイン

労働保険事務組合　経営者会議
概算確定・労災特別加入

ISR e-Sports
シニア躍動・企業健康経営

ISRサテライトオフィス
リモートワーク・ウェブ会議

ISRグループ 検索

第588回診療内容向上研究会診療内容向上研究会
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歯科定例研究会

医科保険請求

〈外来腫瘍化学療法診療料〉
Ｑ１　外来腫瘍化学療法診療料にお
ける「抗悪性腫瘍剤」とは、具体的
には何を指すのか。
Ａ１　薬効分類上の腫瘍用薬を指し
ます。
Ｑ２　外来腫瘍化学療法診療料の注
７に規定するバイオ後続品導入初期
加算について、外来腫瘍化学療法診
療料の「１」の「ロ」または「２」
の「ロ」を算定する場合であって、
抗悪性腫瘍剤以外の薬剤についてバ
イオ後続品を使用したときは、当該
加算を算定できるか。
Ａ２　算定できます。

〈こころの連携指導料（Ⅰ）〉
Ｑ３　こころの連携指導料（Ⅰ）の
施設基準において求める医師の「自
殺対策等に関する適切な研修」に
は、具体的にはどのようなものがあ
るか。
Ａ３　現時点では、以下の研修が該
当します。

・厚労大臣指定法人・一般社団法人
いのち支える自殺対策推進センター
が主催する自殺未遂者ケア研修（精
神科救急版）または自殺未遂者ケア
研修（一般救急版またはかかりつけ
医版）
・日本臨床救急医学会等が実施する
PEECコース
・自殺未遂者等支援拠点医療機関整
備事業で各事業者が主催する研修

〈重度褥瘡処置〉
Ｑ４　対象となる褥瘡が今次改定で
「皮下組織に至る褥瘡（筋肉、骨等
に至る褥瘡を含む）（DESIGN-R2020
分類ｄ２以上とする）」へ拡大され
たが、変更はないか。
Ａ４　６月15日付の厚労省通知で
「皮下組織に至る褥瘡（筋肉、骨等
に至る褥瘡を含む）（DESIGN-R2020
分類Ｄ３、Ｄ４及びＤ５）」に訂正
され、改定前の通知に戻されまし
た。
 　（厚労省疑義解釈より）
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Ⓒ2022「PLAN75」製作委員会／
Urban Factory ／Fusee　　 　

高血圧に対する処方高血圧に対する処方
～JSH2019を中心に効果的な降圧治療を探る～～JSH2019を中心に効果的な降圧治療を探る～

磁性アタッチメントの臨床磁性アタッチメントの臨床

日　時　８月６日（土）16時～
会　場　協会５階会議室
講　師　勝谷医院（尼崎市）院長　勝谷　友宏先生
会場定員　40人
参加費　500円（会員無料）

来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

薬科部研究会

Zoom参加希望者は、https://bit.ly/3AsPaf1
もしくは右のQRコードからお申し込みください。

Zoom視聴希望者は、メールの件名を「８/21歯科定例研Zoom視聴
希望」とし、本文に①医療機関名、②参加者氏名、③電話番号、④
職種を記載の上、８月19日（金）までにysng@doc-net.or.jpへ送
信してください。来場参加をご希望の方は、☎078ー393ー1809まで

お申込み・お問い合わせは、協会事務局☎078ー393ー1807まで

●医院経営研究会 ８月例会

日　時　８月27日（土）14時30分～18時30分
会　場　神戸市産業振興センター８階　ソフトウェア研修室
講　師　田中　雄司税理士（協会税務講師団）
　　　　PCインストラクター　花房　孝英氏
参加費　7,000円（医経研会員はPC使用料1,000円）
定　員　15人（先着順）

パソコン記帳講座パソコン記帳講座

日　時　８月21日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　朝日大学歯学部口腔機能修復学講座
　　　　歯科補綴学分野局部床義歯学教授　都尾　元宣先生

ホイホイ漫画33
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

評価 人間は感情の動物

員員 稿稿
会 投
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市立福知山市民病院総合内科医長兼研究研修センター長　　川島　篤志先生講演

高齢者診療における
身体診察のエッセンス

　高齢者身体診察のエッセンスとし
て講演させていただきました。
　個人的には、アクションが変わる
身体診察を習うコト・議論するコト
がなければ、身体診察の文化が成熟
しないのではないかと思います。そ
のちょっとしたヒントになれば…と
思って、この講演を続けています。
　高齢者診療で、分かっていそうで
案外意識していない所見のリストを
当院ではチェックリスト的に挙げて
います（図）が、皆さまの認識はい
かがでしょうか？もし全部習得済
み！という方がおられれば、同じ職
場の仲間への浸透を進めてもらう
と、より文化が醸成されると思いま
す。

Vital sign測定
　身体診察の基本と言えばVital 
sign測定になりますね。救急診療な
どの状態悪化時のVital signという
より、平常時や平常かどうかを考え
るという視点での評価を共有しまし
た。血圧測定に関しては、数値より
も患者さんの認識・意識の確認、脈
不整＝期外収縮と心房細動の違いの
意識、呼吸数の測定のアプリケーシ
ョン、軽労作直後のSpO2（＋脈拍
数）測定。それぞれピンとくるでし
ょうか？

心臓と肺の聴診所見
　聴診に関しては、心臓と肺の聴診
所見で、押さえてほしいポイントを
お伝えしました。聴診は奥が深いの
ですが、少なくとも理解してほしい
収縮期雑音、また呼吸音（副雑音）
を吸気のPhaseと音の質で何パター
ン使いこなしているか、を話題提供
しました。超音波検査を使いにくい
可能性がある現場や他の医療職の方
にも役立つかも？な聴打診法も紹介
しましたが、実用性は…いかがでし

ょうか？（尿閉での診察）。
　私見ですが、「聴診に興味を持っ
ている医師かどうかは、聴診器を見
たら分かる」こともお伝えしていま
す。皆さまの聴診器は…いかがでし
ょうか？当科のシンボルマークに使
っている聴診器はもちろんダブルチ
ューブです。

フレイルの評価
　高齢者診療では、フレイルの評価
が求められるようになりますね（フ
レイル検診が浸透するのはいつでし
ょうか？）。外来で簡単に診察がで
きるものとして、「顎落ち」（口を開
けて寝ている状態のこと）と「下腿
周囲径」（今では「指輪っかテス
ト」というセルフチェックもありま
すよね）、そして有用な問診項目の
ヒントをお伝えしました。自分の手
の大きさを自覚していれば、簡単に
診察器具に早変わり（周囲径34cm
がポイント？）。
　そして大事なことはこの診察後の
患者さんとのお話で、限られた診療
時間内に栄養や運動の話題提供が、
どれだけスラスラとできるのかも腕
の見せどころかと思います。

COPD
　喫煙者であることの認識は容易だ
と思いますし、質問紙票を用いても
いいのですが、できればCOPDは瞬
時に疑える感覚を養いましょう、と
お伝えしました。画面越しにCOPD
が心配な人もいますよね！と、特徴
的な所見を紹介。
　最終的な診断は呼吸機能検査にな
るとしても、その呼吸機能検査を依
頼するのは医療者です。今はコロナ
禍だから…と言っている皆さま、ぜ
ひコロナ前の自分の診療を振り返っ
て、ポストコロナの診療では、氷山
の一角と言われるCOPD患者さんを

　高齢者診療のなかで避けて通れな
い、人生の最終段階の医療の方法に
ついての説明は、ハードルが高いと
感じている方も少なくないかもしれ
ませんよね。そういったなか、「認
知症」と判断した方（介護保険主治
医意見書にチェックあり、もしくは
抗認知症薬処方）は、もしかすると
意思決定支援が必要になることが予
想されますが、問題を先送りにして
いませんか？がん検診の話題提供
は、ALP：Advance Life Planningと
いう医療受療の意向調査にも近いと
ころもあると思うので、節目節目で
ぜひ確認しながら、本人の考え方や
背景なども分かると良いかもしれま
せん。

有症状者の診療
　有症状の高齢者診療についても少
し言及させていただきました。個人
的に重要なのは浮腫！昨今問題とな
っているポリファーマシーのなか
で、処方カスケードという言葉は認
識できていますか？浮腫を来す原因
薬剤を５系統、スラスラと言えるこ
とが当科での研修修了要件の一つだ
ったりします。その複数が、内科系
診療科だけではなく、整形外科領域
から処方される可能性があることを
鑑みると、地域全体での啓発が重要
になってきますね？浮腫＝利尿薬と
いう誤ったプラクティスから、浮腫
＝原因検索＋説明をするということ
が日本全体で広まるといいですね。
　浮腫は遭遇頻度が高く改善が難し

い症状なので、早めに対応可能な能
力をつけたいものです（当院では説
明用パンフレットも使用していま
す）。高齢者診療…に限りません
が、説明のつかない片側性疼痛に対
して、帯状疱疹を鑑別に挙げる＋説
明する癖を早めに身につけておく
と、いつか救われることも紹介しま
した。

やれる範囲で診療を変えていく
　講演の最後のスライドにも掲載し
ましたが、身体診察のレクチャーで
は、ときどき名人芸な所見とか、稀
な所見を魅せることもあるかと思い
ます。身体診察に興味を持ってもら
うキッカケには大事と思いますが、
演者が伝えたいことは、「難しい身
体診察」ではなく、「やれる範囲の
病歴聴取・身体診察」から日常診療
（高齢者診療）のアクションが変わ
るコトを目標とし、病歴聴取・身体
所見は、時代を経ても変わることが
きっとないので、磨けるうちから＋
磨き続けるコト（＝医療機器の整備
されている医療機関勤務の若いうち
から意識して修練していくこと）が
重要とお伝えして、講演を終了させ
ていただきました。
※当講演で取り上げた所見の多く
は、2020年２月発刊のＧノート増刊
号「誰でもできる！高齢者の身体診
察」にも掲載しています
（２月26日、診療内容向上研究会よ
り、小見出しは編集部）

数多く見つけてくださ
い。
　口腔内衛生の観察や
ニコチン依存症へのア
プローチもお忘れなく
（現在、薬剤の流通が
滞っている…とした
ら、再開した時にはで
きますか？）。

人生の最終段階の
医療

□顎落ち □ 齲歯・口腔内衛生
□胸鎖乳突筋・斜角筋の発達・使用
□胸郭 □ 脈拍の不整：AF探し
□収縮期雑音の有無
□平静呼吸でのⅡ音分裂の有無
□指輪っかテスト：下腿周囲径が小さいか
□足の冷感 □ 膝の腫脹

図　高齢者身体所見のチェック

非営利だから掛金を安く
保障を手厚く

天災やコロナ禍で休診した損害に

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD
　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）、特別研究会、臨床医学
講座の講演DVD（下記）を作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円
（送料込）です。会員の先生方個人の視聴用のみにご利用ください。
　ご注文は、☎：078－393－1840　研究部まで
※以前のDVDにつきましても研究部（☎078－393－1840）までお問い合わ
せください。
年 日程 種別 テーマ 講師

22
年

４月16日 薬科部研究会 超高齢化社会における
脂質異常症治療の最新知見

神戸大学大学院医学研究科　内
科学講座循環器内科学分野特命
教授　石田達郎先生

３月12日 第583回診内研 「皮膚から拡げる膠原病科医の思考」
～皮疹、その先にあるもの～

昭和大学病院付属東病院リウマ
チ・膠原病内科　髙橋良先生

１月29日 薬科部研究会 泌尿器科医の処方箋～排尿障害の巻～ 明和病院泌尿器科　部長　
善本哲郎先生

21
年

12月11日 第580回診内研 わかってほしい！子ども・思春期の
頭痛

筑波学園病院小児科／東京クリ
ニック小児・思春期頭痛外来　
藤田光江先生

12月４日 薬科部研究会 アトピー性皮膚炎の治療
～外用剤から生物学的製剤～

中央区・はやし皮ふ科クリニッ
ク　林宏明先生

11月27日 第579回診内研 小児救急外来　ただいま診断中！ 兵庫県立こども病院救急科　
竹井寛和先生
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兵庫県保険医協会

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ） 来場参加の方
申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療
機関名②お名前③電話番号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jp
へ送信してください。案内メールを返信します。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定員を
絞って開催しますので事前にお申込みください。会場に手指消毒液を
ご用意、会場換気を致します。マスクはご持参ください。

※未入会の方は入会の上ご参加ください。

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

今後の研究会・行事予定

８
月
の
診
内
研

申し込み

皮膚科医は皮膚症状の性状や分布を診て、生検結果をみる前に病
理像を想像し、病態形成メカニズムに思いを馳せ、診断を考え
る。そして実際の組織像や検査結果から診断を確定するととも
に、視診だけから下した診断と最終診断とが合致していたかを自
身にフィードバックする。この繰り返しが皮疹を見る目を育て
る。治りにくいもの、治らないものには必ずその理由があり、理
由を見つけ出して取り除くことができれば、患者さん自身も諦め
ていた症状を改善させることができる時もある。
Common diseaseの診療とrare diseaseの診療とのキャッチボ
ールを通じて得てきた知見を共有し、皮疹ができる仕組みから考
える診断と治療について考えてみたい。 【久保 記】

第588回診療内容向上研究会

皮膚症状の性状と分布から考える診断と分子病態
～治りにくい湿疹・アトピーから種々のシミ・イボまで～
日 時   8月20日（土）　午後5時30分～ 

   （いつもより30分遅れての開始になりますのでご注意ください）
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
　　　 ※講師は来場せず現地からZoomによる講演となります。
　　　※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いしておりま

すが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な場合はご来場ください。
講 師   神戸大学大学院医学研究科内科系講座皮膚科学分野 教授　久保 亮治先生

右のURLまたはQRコードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://is.gd/MYzZ7X 078-393-1820FAX

来場参加 ※Zoom視聴が困難な方等

無 料

Zoom視聴のお申し込み

歯科の行事
「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」施設基準研究会
第1部  「歯初診」
第2部  「外来環」「歯援診」「か強診」施設基準対応研修
日 時  11月27日（日）　午後2時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   市立伊丹病院歯科口腔外科 科主任部長 

太田 嘉幸先生
参加費  1,000円（受講証発行します）　定 員  80人

「淡路支部」総会記念企画
映画「ケアニン２―こころに咲く花」上映会
日 時  8月27日（土）　午後3時～
会 場   洲本市・映画館オリオン
定 員  50人

「淡路支部」ミニ勉強会
日 時  8月9日（火）　午後8時30分～
会 場    （リモートミーティング）
話題提供  粟田 哲司先生

「北阪神支部」在宅医療研究会
テーマ  在宅医療―私の実践例から（仮）
日 時  9月17日（土）　午後3時～
会 場   伊丹市立産業振興センター4階
講 師   尼崎市・はせがわ内科 長谷川 吉昭先生

「第589回」
テーマ  日常診療に役立つ“おなかの診かた”
日 時  9月10日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   大船中央病院総合内科 中野 弘康先生

診療内容向上研究会 「明石支部」研究会
テーマ  医薬品の供給不足と対応（仮）
日 時  8月20日（土）　午後2時30分～
会 場   アスピア明石北館8階801A

「北播支部」総会記念講演
テーマ  新型コロナワクチンの効果、有効性と副反応

―今後の方策は？
日 時  8月6日（土）　午後3時30分～
会 場   料理旅館 滝寺荘（オンライン併用）
講 師   大阪大学免疫学フロンティア研究センター招へい

教授・大阪大学名誉教授 宮坂 昌之先生
定 員  30人　参加費  無料

県下各地の行事

地域医療部・尼崎支部・文化部共催企画
落語＆トークの夕べ
テーマ 仏教・医療から考える“生きづらさ”の支えかた
日 時  10月1日（土）　午後5時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
出 演   落語家・天台宗「道心寺」住職 露の団姫さん 

精神科医 京都市・こう心療クリニック院長 高 宜良先生
参加費  無料

テーマ  透析患者の薬物治療エッセンシャル
日 時  9月17日（土）　午後4時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   大阪市・医療法人仁真会 白鷺病院薬剤科科長

古久保 拓先生
来場定員  40人　参加費  1,000円（会員無料）

薬科部研究会
その他 研究会・セミナー

日 時  8月21日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   朝日大学歯学部口腔機能修復学講座 歯科補綴学分野局部床義歯学教授 

 都尾 元宣先生
定 員  80人（事前申込順）

磁性アタッチメントの臨床
兵庫県保険医協会歯科部会

078-393-1802FAX078-393-1809☎お申し込みは

Zoomによる視聴希望の方 ysng@doc-net.or.jp 事務局・吉永宛

無 料

会 員 「女性医師・歯科医師の会」研究会

「医療現場で信頼関係を築く
コーチング」
日 時  9月1日（木）　午後6時～7時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   国際コーチ連盟アソシエイト認定コーチ 

 大石内科クリニック院長　大石 まり子先生
来場定員   40人（先着順）

078-393-1817☎お問い合わせは

無 料

「西宮・芦屋支部」
第９回ファイアサイド・ディスカッション
テーマ  総合的に患者を診る

－かかりつけ医の一つの形？－
日 時  7月30日（土）　午後3時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   関西医科大学総合診療医学講座 石丸 裕康先生
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兵庫県保険医協会

元町駅から南徒歩10分兵庫県農業会館向かい
神戸市中央区海岸通１丁目２－３１　神戸フコク生命海岸通ビル
　お問い合わせは 078－393－1801☎

兵庫県保険医協会
会　場

申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

これからの研究会・行事のご案内

病院・有床診療所対策部

『届出医療等の活用と留意点 2022年度版』
学習会のご案内
日 時  9月10日（土）　午後3時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
内 容   ①『届出医療等の活用と留意点2022年度版』の解説 

 ②最近の適時調査（施設基準調査）の傾向と留意点
定 員  40人
　　　※ 新型コロナ感染拡大防止のため、必ず事前にお申し込みください。 

未入金の医療機関は、ご入会手続きの上、ご参加ください。

参加費  1,000円（『届出医療等の活用と留意点』は１冊税込6,500円）

078-393-1820FAX

兵庫県保険医協会 ☎078-393-1840までお問い合わせは

お申し込み

第1回 若手歯科医師のための「ベーシック・スキル・セミナー」

外科処置
“自分でやるか 病院紹介するか”
日 時  7月31日（日）　午後4時～6時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
話題提供   尼崎市・尼崎医療生活協同組合生協歯科　冨澤 洪基先生 

 垂水区・あらた歯科クリニック　西川 新先生 
 三田市・福田歯科医院　福田 隆光先生

コーディネーター   三木市・ときわ病院歯科口腔外科部長　足立 了平先生
定 員  80人　主 催  兵庫県保険医協会・歯科部会

無 料

078-393-1802FAX

兵庫県保険医協会歯科部会担当事務局 ☎078-393-1809 吉永まで
お問い合わせは

お申し込み

皆さんは、抜歯をはじめとした外科処置が必要な患者さんの来院時に、
病院紹介するか否かの明確な基準をお持ちでしょうか。通常は同窓生や
研修医時代のオーベンの指導を基になんとなく判断されているのではな
いでしょうか。
協会歯科部会では、こうした“今更聞けない!?”ポイントの研修を「ベ
ーシック・スキル・セミナー」としてシリーズ化し、コーディネーター
を核に、若手歯科医師が他の先生方と交流しながら「臨床力の向上」
「卒後の技術研鑽」を図る場を提供させていただきたいと思います。
第1回目は「外科処置“自分でやるか 病院紹介するか”」がテーマで
す。意見交換の時間をたっぷり取っています。奮ってご参加ください。 
 【協会副理事長 伊丹市・かわむら歯科　川村 雅之】

第424回 医院経営研究会

節税の失敗事例・税務トラブルから
学ぶ資産の守り方
日 時  9月17日（土）　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師   協会税務講師団　大垣 恵美税理士
参加費  3,000円（医経研会員は無料）

申し込み https://bit.ly/3PFdlea

Zoom視聴のお申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

078-393-1820FAX来場参加

薬科部研究会

高血圧に対する処方
～JSH2019を中心に効果的な降圧治療を探る～

無 料

会 員

日 時  8月6日（土）　午後4時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師  勝谷医院（尼崎市）院長　勝谷 友宏先生
来場定員   40人

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため必ず事前にお申し込みく
ださい。お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

参加費  500円

高血圧患者は4300万人、内科において最もポピュラーな疾病であり、
高齢者の２人に１人は高血圧である。多種類の降圧薬が市場に出回り、医
師の高血圧治療に関する満足度は100％と言われている。この一方で、降
圧目標の達成度は27％とされ、満足度と乖離した現状は“Hypertension 
Paradox”と揶揄されている。Paradoxを解消するためには、家庭血
圧測定の促進、減塩をはじめとする生活習慣修正の徹底、そして適切な
降圧薬使用による降圧目標の達成が必要である。米国のSPRINT研究に
おいて厳格な降圧が脳心血管疾患の発症のみならず総死亡までを25％
以上低減することが示され、全世界の降圧目標は引き下げられ、特に高
齢者の心不全発症や入院を抑制する効果に優れることが示されている。
本講演では、高血圧治療ガイドライン（JSH2019）の内容を踏まえな
がら、高血圧の治療の現状を直視し、問題点を明らかにし、各種降圧薬
の特徴と使いこなしのポイントに触れ、Paradox解消への道筋をみな
さんと一緒に考えてみたい。 【勝谷 記】

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://bit.ly/3AsPaf1

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

医院経営研究会 特別研究会

医療機関を取り巻くサイバーリスクの
現状と対策上のポイント
日 時  9月3日（土）　午後3時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   一般社団法人医療ISAC理事 

  PwCあらた有限責任監査法人シニアマネージャー　江原 悠介氏
対 象   医療機関の院長・事務長など
来場定員   50人（先着順）

申し込み https://bit.ly/3MVteeW

Zoom視聴のお申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

078-393-1820FAX来場参加

無 料

無 料
第423回 医院経営研究会

パソコン記帳講座
日 時  8月27日（土）　午後2時30分～6時30分
会 場  神戸市産業振興センター8階 ソフトウェア研修室
講 師   協会税務講師団　田中 雄司税理士 

 PCインストラクター　花房 孝英氏
参加費  7,000円（医経研会員はPC使用料1,000円）
定 員  15人（先着順）

078-393-1807 078-393-1820FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

「弥生会計」を実際に

使ってみよう！

入会随時受付

入会随時受付


